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このような手法は他の工

組立て産業： ライン
化学プラント： バッチ

FPGAの登場でパイプライン処
しかし、パイプライン処理のた

・ 信号線の幅はビット単位で
（CPUの場合はバス幅で決

・ 処理する信号に合わせた
（CPUの場合は演算器が付（CPUの場合は演算器が付

・ どこにレジスタを挿入する
（論理遅延はクロック周期以

・ 演算器入力信号のタイミン
（レジスタを経由するごとに

CodeSqueezer は、こ

小さなロットでも製品化できる
安価で取り扱いの容易なツー
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ープット向上には
理” が効果的です

レジスタからレジスタへデータを送る間、
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ジ タ ら ジ タ デ タを送る間、
それぞれの論理回路が処理を行います

つずつ実行するのに対し、
の演算を同時に実行します

が劇的に向上します

工業分野でも一般的です

ン（コンベア）生産方式
チ処理 ⇒ 連続処理

処理が身近なものになりました
めの論理を組むのは大変です

で最適化しなくてはいけません
決まっているのですが……）

た、専用の演算器が必要です
付属しているのですが……）付属しているのですが……）

るかを決める必要があります
以下でなければなりません）

グを合わせる必要があります
に、信号に遅れが生じます）

これらを自動で解決します

るFPGAの特徴に合わせて、
ールとしてご提供いたします
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CodeSqu
ボタン3つでパイプ

例） 連立方程式の解 （x と ｙ） を

ボタン3つでパイプ

a1,  b1    x
2 b2a2,  b2 y

ソースファイルを準備します
クラメルの公式です

d 1 * b2 b1 * 2d = a1 * b2 ‐ b1 * a2
x = (f1 * b2 ‐ b1 * f2) / d
y = (a1 * f2 ‐ f1 * a2) / d

compile ボタンを押してcompile ボタンを押して
Verilog HDLに変換します

非同期の論理が形成されています
内部信号と出力信号の仕様は
入力仕様から自動で決定します

timing ボタンでg
パイプライン化します

クロック信号入力ポートが形成されています
タイミング情報がコメント部に追加されます

@(0, 2) は、
・ クロック周期の遅れ（レイテンシ）が0
・ クロックに対する遅れ（論理遅延）が2
であることを意味しますであることを意味します

必要個所にはレジスタが挿入されます

詳細資料とデモソフトは弊社HPから無償で

シグナル・プロセス
http://signal-pro

ueezer .

プライン化まで完了

を求める演算論理を作成します

プライン化まで完了

x       f1
f2

=
y       f2

open ボタンを押して
ソースファイルを読み込みます

計算式

コンパイラ指示子
入力信号の変動範囲とバイアスを設定します

コンパイラ指示子
は省略可能です

式を記述します

ソ スファイルを読み込みます

入力は対話形式
でも設定できます

対話形式による入力の設定
コンパイルする

クシ を

型を設定する
入力ポートを

このボタンで
遅延条件を

各信号線の遅延が
表示されます

h k ボタンにより

ファンクションを
選択します

選択します 設定できます
必要な信号線に
チェックを入れます

誤差を含まない
ことを指定します

バイアス、最小値、
最大値を設定します

check ボタンにより
検証も自動実行します

（）内は合成値

ｘの指数部

タイトル表示は
“ポート名＋バイアス”

ｘの仮数部
バイアスを加算した
値が表示されます

（）内は合成値

自動生成された
テストベクター

出力の値

でダウンロードできます。ぜひお試しください

値が表示されます
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